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咲
き
乱
れ
る
銘
菓
の
数
々  

彩
り
も
鮮
や
か
に

    

姫
路
菓
子
博
覧
会

■県連合会Letter ２～３頁
　・商工会新任事務局長研修会
　・商工会新任職員研修会
　・県青連理事会
　・県女性連理事会
　・県連合会組織強化対策合同会議
■商工会Letter ４～５頁
　・すくすく商品券（淡路市商工会）
　・ポンテペルレin佐用（佐用町商工会青年部）
　・芦屋さくらまつり（芦屋市商工会）
　・上郡町商工まつり（上郡町商工会）
　・活力ある町づくり特別推進委員会（朝来町商工会）
　・豊岡市5町合併促進協議会
■特集　  ６頁
　・マル経融資制度の一部改正のご案内
　・ネットde記帳のご案内

　

四
月
十
八
日
か
ら
五
月
十
一
日
ま
で
、
世
界
遺
産
・
国
宝

姫
路
城
周
辺
に
て
、「
姫
路
菓
子
博
二
〇
〇
八
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

日
本
最
大
の
お
菓
子
の
祭
典
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二
十

四
日
間
で
総
入
場
者
数
は
九
十
二
万
二
千
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
姫
路
城
周
辺
に
は
、
日
本
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
選
り
す
ぐ
り
の
お
菓
子
の
展
示
・
販
売
や
、
菓
子
職

人
に
よ
る
工
芸
菓
子
の
展
示
な
ど
の
様
々
な
お
菓
子
に
関
す

る
パ
ビ
リ
オ
ン
が
設
置
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、
お
菓
子
の

造
形
や
彩
り
の
織
り
成
す
芸
術
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

　

特
に
、
県
内
和
洋
菓
子
職
人
の
技
術
の
粋
を
集
め
て
作
ら

れ
た
工
業
菓
子
「
姫
路
城
・
白
鷺
の
夢
」（
写
真
）
は
、
姫

路
城
と
大
名
行
列
に
白
鷺
が
舞
う
大
変
美
し
い
も
の
で
、
展

示
ブ
ー
ス
に
人
が
絶
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
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県
連
合
会
は
、

五
月
一
日
、
二
日

の
二
日
間
、
神
戸

市
・
兵
庫
県
商
工

会
館
に
お
い
て
、

「
商
工
会
新
任
事

務
局
長
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。

　

同
研
修
会
の
対

象
は
、
平
成
十
九

年
一
月
以
降
に
就

任
し
た
事
務
局
長

で
、
十
名
が
参
加
。 　

冒
頭
、
県
連
合
会
・
岡
田
専
務
理

事
よ
り
、「
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
が
商
工
会
の
役
割
で
あ
り
、

商
工
会
事
務
局
長
と
し
て
、
責
任
と

や
り
が
い
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

研
修
は
「
商
工
会
を
取
巻
く
環
境

と
管
理
者
の
責
務
」
な
ど
六
講
義
を

行
い
、
最
後
に
、
木
南
県
連
会
長
、

岡
田
専
務
理
事
を
は
じ
め
、
県
連
幹

部
職
員
を
交
え
た
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

特
に
木
南
県
連
会
長
か
ら
は
、「
商

商工会事務局長としての
役割を学ぶ
～商工会新任事務局長研修会～

商
工
会
職
員
と
し
て
の
心
構
え

〜
商
工
会
新
任
職
員
研
修
会
〜

　

県
連
合
会
は
、
四
月
十
四
日
、
十

五
日
の
二
日
間
、
神
戸
市
・
兵
庫
県

商
工
会
館
に
お
い
て
、「
商
工
会
新

任
職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
研
修
会
の
対
象
は
、
平
成
十
九

年
三
月
以
降
に
採
用
さ
れ
た
職
員
等

で
、
十
五
名
が
参
加
。
研
修
は
、
岡

田
専
務
理
事
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、

「
商
工
会
の
職
務
と
職
員
の
心
構
え
」

な
ど
、
六
つ
の
講
義
を
行
っ
た
。

　

特
に
、兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
・

佐
竹
教
授
に
よ
る
「
地
域
に
お
け
る

商
工
会
の
役
割
」
で
は
、
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
、
地
方
の
過
疎
化
が
、

今
後
一
層
顕
著
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

中
、
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
支
援

の
重
要
性
、
特
に
経
営
の
「
質
」
を

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

高
め
る
た
め
の
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

奥
田
和
佐
子
氏
に
よ
る
、「
好
感
度

ア
ッ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
」

で
は
、
第
一
印
象
の
重
要
性
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
磨
く
レ
ッ
ス
ン
を
中
心
に

行
っ
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
商
工
会
職
員
と

し
て
の
心
構
え
と
基
本
的
事
項
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
他
の
商
工
会
職

員
と
交
流
を
深
め
た
。

工
会
事
務
局
長
の
心
構
え
」
と
し
て
、

「
会
員
に
『
提
案
』
の
で
き
る
商
工

会
と
な
る
よ
う
、
日
々
目
標
を
持
っ

て
業
務
に
取
組
む
よ
う
に
」
と
激
励

が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
や
、
県
連
へ
の
提
案
・

要
望
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
あ
り
、

特
に
、
合
併
商
工
会
同
士
で
組
織
や

事
業
等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
が
な

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
事
務
局
長
と
し

て
業
務
を
行
う
う
え
で
、
大
い
に
参

考
に
な
る
も
の
と
な
っ
た
。

個人住民税の納税について
　個人住民税は、県民税と市町民税をあわせて市町が課税し、徴
収する税です。市町から送付される納税通知書により、原則とし
て年4回に分けて納めていただきます。
　第1期分の納期限は6月30日（月）（市町により納期限が異な
る場合があります。）ですので、最寄りの銀行等の金融機関で納
めましょう。

兵庫県・市町
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県
青
連
理
事
会

県
女
性
連
理
事
会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
森
本

匡
俊
会
長
）
は
、
去
る
四
月
十
六
日

県
商
工
会
館
（
神
戸
市
）
に
お
い
て

理
事
会
を
開
催
。
提
出
議
案
に
つ
い

て
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て第
二
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
会
費

の
賦
課
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い

て第
四
号
議
案　

役
員
の
補
充
選
任
に

つ
い
て

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
通
常

総
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

そ
の
他　

二
十
年
度
事
業
計
画
と
し

て
、
労
働
環
境
対
策
事
業
の
取
組
み

に
つ
い
て
協
議
し
、
総
会
後
の
組
織

運
営
研
究
会
で
事
業
詳
細
に
つ
い
て

検
討
す
る
事
と
し
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
行
幸

子
会
長
）
は
、
去
る
四
月
八
日
、
県

商
工
会
館（
神
戸
市
）に
お
い
て
理
事

会
を
開
催
。
次
の
と
お
り
、
提
出
議

案
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て第
二
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
会
費

の
賦
課
と
徴
収
方
法
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
設
定
に
つ
い

て第
四
号
議
案　

役
員
の
補
充
選
任
に

つ
い
て

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
年
度
通
常

総
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

　

そ
の
他
、
本
年
度
県
女
性
連
と
し

て
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
る
「
県

下
統
一
事
業
」
の
基
本
（
案
）
に
つ

い
て
協
議
を
し
、
通
常
総
会
時
、
詳

細
を
説
明
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
た
。

商工会が抱える課題を検討
～兵庫県商工会連合会 組織強化対策合同会議～

　

県
連
合
会
は
、
四

月
九
日
、
神
戸
市
・

六
甲
荘
に
お
い
て
、

「
組
織
強
化
対
策
合

同
会
議
」
を
開
催
し

た
。

　

出
席
者
は
、
県
連

合
会
の
正
副
会
長
、

県
女
性
連
、
県
商
工

青
年
同
友
会
、
県
職

協
等
の
関
係
者
で
、

商
工
会
職
員
の
県
連

合
会
帰
属
化
の
問
題

や
商
工
会
の
合
併
と

県
民
局
再
編
に
伴
う

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
の
統
合
問
題
、
県
連

合
会
役
員
定
数
の
見
直
し
等
近
々
の

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

主な行事予定

6
月
の
こ
よ
み

２
日
㊊
〜
６
日
㊎

 

ネ
ッ
ト
de
記
帳

 

操
作
説
明
会

23
日
㊊ 

商
工
会
基
礎
研
修
会

30
日
㊊ 

第
1
回
総
務
委
員
会
・

第
2
回
正
副
会
長
会

7
月
の
こ
よ
み

３
日
㊍ 

商
工
会
基
礎
研
修
会

11
日
㊎ 

第
2
回
理
事
会

15
日
㊋ 

商
工
会
理
事
研
修
会

17
日
㊍
〜
18
日
㊎

 

商
工
会
新
任
管
理
者

研
修
会

23
日
㊌
〜
24
日
㊍

 

商
工
会
管
理
者
研
修
会

事
務
局
連
絡
会

平成20年度
情報モラル啓発セミナーが開催されます！
　本セミナーは、中小企業庁委託事業「企業向け人権啓発活
動支援事業（情報モラル啓発事業）」として、（財）ハイパーネッ
トワーク社会研究所が平成15年度より全国的に実施している
ものです。

 内　容

テーマ：企業に求められる情報モラルと人権への配慮
～個人情報保護・情報セキュリティ対策の効果的な進め方～

日　時：平成20年6月18日（水）　13：10～17：00
対　象：中小企業経営者、管理者、実務担当者等
定　員：200名
参加料：無料
場　所：神戸商工会館（神商ホール）、神戸市中央区港島中町6-1
　　　　神戸商工会議所内
主　催：中小企業庁、近畿経済産業局、
　　　　㈶パイパーネットワーク社会研究所
プログラム：
　・ビデオプレゼンテーション：
　　「実践・情報モラル～あなたの会社は大丈夫？

～人権に配慮した個人情報の取り扱い」
　・講演：「インターネット社会と人権」
　・講演：「情報漏洩を防ぐ情報セキュリティ対策のあり方」
　・パネル討論：「いまなぜ情報モラルなのか」

お問合せ先　財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
　　　　　　〒870-0037 大分県大分市東春日町51-6　
　　　　　　大分第2ソフィアプラザビル4Ｆ
　　　　　　☎097-537-8180  FAX 097-537-8820
　　　　　　ホームページ：http://www.hyper.or.jp/
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『
す
く
す
く
商
品
券
』で
子
育
て
世
帯
を

 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！！

〜
淡
路
市
商
工
会
〜

クラシックカーファン集合！
ポンテペルレ in 佐用

～佐用町商工会青年部～

芦
屋
川
と
爛
漫
の
桜
を
満
喫

第
二
十
回
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り

〜
芦
屋
市
商
工
会
〜

兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

　

佐
用
町
商
工

会
青
年
部
（
四

方
田
康
次
部

長
）
は
、
去
る

四
月
十
三
日

（
日
）、ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
イ
ベ
ン

ト
「
ポ
ン
テ
ペ

ル
レ
in
佐
用
」

を
開
催
、
往
年

の
名
車
約
七
十

台
が
商
店
街
を

埋
め
尽
く
し

た
。

　

展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
人
力
車
等
の
時
代
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
か
ら
最
新
の
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
・
電
気
自
動
車
・
ま
た
自
衛

隊
災
害
救
援
車
両
が
並
ぶ
な
ど
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
た
。
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
往
年
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

名
車
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ
た
大
人

か
ら
子
供
ま
で
、
幅
広
い
年
代
が
楽

し
ん
だ
。

　

ま
た
「
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
」

「
し
か
コ
ロ
ッ
ケ
」
な
ど
佐
用
の
名

物
料
理
が
集
ま
っ
た
販
売
ブ
ー
ス
は

い
ず
れ
も
大
盛
況
で
、
町
外
か
ら
訪

れ
た
観
光
客
へ
の
佐
用
町
P
R
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

　

今
年
四
月
の
合
併
に
よ
り
、
旧
町

商
工
会
青
年
部
が
一
本
化
さ
れ
た
後

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
部

員
同
士
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
も
な

り
、
相
互
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
。

　

四
月
五
、
六
日
の
二
日
間
、
芦
屋

川
河
川
敷
に
て
、
第
二
十
回
芦
屋
さ

く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
市
内
商
店
街
や
福
祉
団

体
な
ど
四
十
一
店
舗
が
縁
日
に
出
店

し
た
ほ
か
、
市
内
三
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

芦
屋
川
の
美
し
い
桜
並
木
や
イ
ベ
ン

ト
を
一
目
見
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら

約
二
万
人
以
上
が
こ
の
ま
つ
り
に
足

を
運
び
、非
常
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

芦
屋
市
商
工
会
女
性
部
も
縁
日
に

出
店
し
、
や
き
そ
ば
等
を
販
売
。
ま

た
、
縁
日
の
席
で
シ
ャ
ン
パ
ン
や
ワ

イ
ン
を
楽
し
め
る
あ
た
り
、
ほ
か
と

は
一
味
違
う
『
芦
屋
ら
し
い
』
お
ま

つ
り
で
あ
っ
た
。

　

夜
も
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
、
芦
屋
川
と
爛
漫
の
桜
を
楽
し
む

客
足
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
大
盛

況
の
ま
ま
終
了
し
た
。

　

淡
路
市
商
工
会（
三
津
啓
祐
会
長
）

で
は
、
同
市
内
在
住
で
平
成
二
年
四

月
二
日
生
ま
れ
以
降
の
子
供
を
有
す

る
世
帯
を
対
象
に
、『
す
く
す
く
カ
ー

ド
』
を
発
行
。
こ
の
カ
ー
ド
保
有
者

を
対
象
に
、
市
内
三
百
七
十
加
盟
店

舗
で
利
用
で
き
る
『
す
く
す
く
商
品

券
』
を
発
行
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
使
用
す
る
と
、
地
元
で
十

六
％
引
き
で
買
い
物
を
行
え
、
額
面

五
百
八
十
円
の
商
品
券
を
五
百
円
で

販
売
、
二
十
枚
を
一
セ
ッ
ト
と
し
一

万
千
六
百
円
分
を
一
万
円
で
購
入
で

き
る
。
よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
カ
ー
ド
一
枚
に
つ
き
購
入

限
度
は
二
十
セ
ッ
ト
ま
で
。

　

五
月
六
日
に
は
、「
淡
路
佐
野
運

動
公
園
」
に
お
い
て
、
販
売
開
始
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
当
日
は
他
の
共
催

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
会
場
に
は
一
万

人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
、
商
品

券
約
三
千
セ
ッ
ト
が
販
売
さ
れ
た
。
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「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

お
客
様
の
ご
愛
顧
に
感
謝
！！

『
第
十
八
回

 
上
郡
町
商
工
ま
つ
り
』開
催

〜
上
郡
町
商
工
会
〜

市
内
五
町
の
商
工
会
合
併
を
目
指
し
て

〜
豊
岡
市
五
町
商
工
会
合
併
促
進
協
議
会
発
足
〜

　

上
郡
町
商
工
会（
村
上
重
之
会
長
）

は
、四
月
六
日（
日
）、上
郡
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
『
第
十
八
回　

上
郡
町
商
工

ま
つ
り
』
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
同
商
工
会
員
が

一
堂
に
会
し
、
お
客
様
へ
の
日
頃
の

ご
愛
顧
に
対
す
る
感
謝
と
、
自
社

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
商
工
業

の
発
展
を
図
る
も
の
。
実
行
委
員
会

で
細
か
な
協
議
を
積
み
重
ね
、
当
日

は
準
備
万
端
の
も
と
、
桜
満
開
の
会

場
に
て
地
域
の
お
客
様
を
お
迎
え
し

た
。

　

会
場
に
は
会
員
に
よ
る
物
販
・
飲

食
・
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
三
十

店
舗
が
軒
を
連
ね
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

中
国
楽
器
二
胡
や
民
謡
ク
ラ
ブ
の
演

奏
、
県
立
上
郡
高
校
の
和
太
鼓
が
華

を
添
え
た
。ま
た
、青
年
部
・
女
性
部
・

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
も
ス
テ
ー
ジ
運

営
や
特
産
品
の
販
売
・
抽
選
会
等
を

実
施
し
た
。

　

村
上
会
長
は
『
さ
ら
に
会
員
相
互

の
結
束
を
固
め
、
地
域
商
工
業
を
守

り
た
い
』
と
関
係
各
位
に
熱
い
思
い

を
伝
え
た
。

　

去
る
四
月
二
十
五
日
（
金
）、
日

高
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、
豊
岡
市

五
町
の
商
工
会
に
よ
る
第
一
回
合
併

促
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
県
民
局
、

豊
岡
市
、
県
商
工
会
連
合
会
、
各
町

委
員
及
び
監
事
が
出
席
し
た
。

　

岡
嵜
國
男
会
長（
竹
野
町
商
工
会
）

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事
に
移
っ
た
。

　

ま
ず
、
協
議
事
項
㈠
で
、
促
進
協

議
会
規
約
や
委
員
構
成
に
つ
い
て
の

承
認
を
行
い
、
促
進
協
議
会
の
会
長

に
は
岩
見
勲
会
長（
日
高
町
商
工
会
）

が
就
任
。
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
合

併
促
進
協
議
で
重
要
な
こ
と
は
、
豊

岡
市
全
域
の
商
工
業
振
興
を
ど
う
推

進
す
る
か
と
い
う
視
点
。
新
商
工
会

が
い
か
に
会
員
企
業
を
支
援
し
、
五

町
商
工
会
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

連
携
の
強
化
を
、
地
域
の
発
展
に
ど

の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
」
と
強
調
し
て
述
べ
た
。

　

次
に
協
議
事
項
㈡
で
は
、
合
併
協

定
項
目
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、収
支
予
算
、

諸
規
程
、
小
委
員
会
構
成
、
事
務
局

体
制
に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

　

朝
来
町
商
工

会
（
松
本
早
正

会
長
）
で
は
、

昨
秋
よ
り
、
将

来
に
向
け
た
活

力
あ
る
朝
来
の

町
づ
く
り
の
た

め
の
提
言
に
つ

い
て
、
総
務
・

金
融
・
商
工
観

光
・
福
祉
厚
生

各
委
員
会
と
青

年
部
が
そ
れ
ぞ

れ
協
議
を
重
ね

て
き
た
。

　

協
議
内
容
は
大
別
す
る
と
、

　

・
限
界
集
落

　

・
資
源
、
環
境
問
題

　

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　

・
福
祉
の
町
づ
く
り

　

・
観
光

活力ある町づくり
特別推進委員会を設置

～朝来町商工会～

　

・
特
産
品
開
発

　

・
定
住
促
進

　

・
地
元
企
業
の
育
成

　

・
企
業
誘
致　

を
基
本
に
、
三
五
項
目
に
及
ぶ
提
言

が
成
案
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
毎
年
恒
例
の
井
上

英
俊
朝
来
市
長
を
招
い
て
の
新
春
懇

談
会
に
お
い
て
、
提
言
を
説
明
。
今

後
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
『
活
力
あ
る
町
づ
く
り
特
別

推
進
委
員
会
』
を
設
置
し
て
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
今
年
三
月
に
は
、
第
一

回
目
の
委
員
会
を
開
催
。
委
員
長

池
野
雅
視
理
事
、
副
委
員
長　

田
路

活
至
青
年
部
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
。

項
目
別
に
優
先
度
・
緊
急
性
・
難
易

度
等
を
判
別
し
、
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
策
定
し
推
進
し
て
い
く
こ
と
で

決
定
し
た
。
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昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　610　号 兵庫県商工連会報 平成20年５月20日

国の無担保・無保証人低利融資（マル経）が一部改正されました

商工会の記帳機械化（ネットｄｅ記帳）は
経営の力強いパートナーです!!

商工会の記帳機械化はメリットが沢山あります。

利用上のメリットも・・・

経費の削減

信用力の向上

経営の合理化・
経営改善

正規の簿記による青色申告が可能となり、原則とし
て、青色申告特別控除65万円控除が適用となり所
得税が軽減され、また住民税等も節減できます。

●お客様のパソコンにソフトウェアをインストールする必要
がありません。

●税制改正等に伴うソフトウェアのバージョンアップや作成
データのバックアップが不要です。

●インターネットで帳簿入力や集計ができるので事務所
間、また、商工会や会計事務所等ともリアルタイムにデー
タ共有ができます。

月次残高試算表等各種の財務諸表が作成され、資
金借入時や取引業者に対し企業の信用力が高まり
ます。（国民生活金融公庫マル経融資審査が簡略
化できます）

コンピュータでデータ処理を行うため、経営の計数
管理が容易になるとともに、データを基に経営指
導員のアドバイスにより経営の合理化・経営改善に
つながります。

無料体験版 → http://www.kicho.jp/
お問合せやお申し込みはお近くの商工会へ

1 融資の迅速化
インターネットを活用したネットｄｅ記帳等の財務会計ソフトの活用により財務会計を整備した企業につい
ては、融資を迅速化します。

2 対象業種の拡大
生活衛生関連事業者については設備資金も貸付対象になります。

3 貸付限度額の拡大
貸付限度額が５５０万円から１,０００万円に拡大されます。（これまで別枠とされていた４５０万円の取扱は
終了）

4 貸付期間の延長
運転資金を４年以内から５年以内、設備資金を６年以内から７年以内の延長になります。
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